
令和６年度 講演会 終了報告 

 潜在能力開発研究所では、学生、教職員、地域が有する潜在能力の開発を目的と
し、高い専門性を持つ講師による講演会を開催しています。 
今年度の講演は、管理栄養士・健康咀嚼指導士で歯科管理栄養士コンサルタントの

田中美智子先生を講師にお招きし、『乳幼児期に必要な食べる機能と力～食育現場での
支援のための基礎知識～』のテーマで、10 月 14日に開催しました。 
 当日は、教職員、管理栄養学科、こどもの生活学科、幼児教育学科の学生、地域の
保育所等で乳幼児に関わる方々を合わせ、120 人が参加しました。 
講演内容は、発育発達と口腔および食の問題点、乳児期に必要な食べる機能と力を

理解することを目的に、 
1. 今の子どもの実際 
2. 栄養アセスメント 
3. 口腔機能発達のための支援 

の 3 つの項目について、田中先生の豊富な指導経験や事例を交えてお話しいただきま
した。学生たちは、自分の日頃の食事や実習先での乳幼児の食事環境、食具、姿勢、
声掛け、援助などを重ね合わせながら、興味深く耳を傾けていました。また、乳幼児
期の食習慣が生涯にわたる健康な体や生活の基盤となるのはもちろんのこと、社会で
必要なコミュニケーション能力を育む基礎にもなるというお話は印象深く、食事やそ
の際の乳幼児との関わりの重要性を改めて認識する機会となりました。 
参加した学生には、食育や食事援助、さらには子育て支援において、保育・栄養の

プロとしての自覚と責任を持って取り組んでいけるよう、今後も研鑽を積んでいって
ほしいと願っております。 
 
 
 
 

 

 

 
 


